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られ，食道表在癌に対する ESD は 2008 年に保険
収載され，全国に普及しつつある．食道表在癌に対
する ESD は EP/LPM 癌が絶対適応とされている
が，高齢者の増加により低侵襲な局所治療として










いわゆる “brownish area” を認めた場合 （Fig. 1B），
拡大観察を追加し上皮乳頭内血管と呼ばれる食道表















































Fig. 1　胸部中部食道　1/2 周性 0-Ⅱc 病変
A：通常光観察像．発赤した陥凹性病変として認識される．
B：Narrow-band imaging では，“brownish area” として認識される．





























C： 病理組織像（H.E. 染色）．Squamous cell carcinoma, pType 0-Ⅱc，pT1a-LPM，INFα，
Ly0，V0，PHM0，pVM0の結果であった．




性別 （男 /女） 36/14
部位 （Ce/Ut/Mt/Lt） 2/7/40/8
肉眼型 （0-Ⅱc/0-Ⅱb） 54/3
組織型 （扁平上皮癌/異型上皮） 50/7
腫瘍径 （mm；中央値） 20
深達度 （EP/LPM/MM/SM） 30/20/3/4
一括切除 /分割切除 57/0
術時間 （分；中央値） 48
偶発症 後出血 1例
